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特定非営利活動法人ジェン（JEN）
東京本部事務局

皆さまからのご寄付は、寄付金控除の対象です。
最大で約40%が所得税の税額控除となります。

インターネットから
クレジットカードでご寄付いただけます。
（VISA、MASTER、JCB、AMEX）

生きるちから マンスリーサポーター
あなたの毎月の支援で、世界の人びとの、
生きる力をサポートします。

郵便局から
00170 - 2 - 538657
口座名 JEN

本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載は固くお断りいたします。 NPO JEN 検索

遺贈寄付
ご自身の財産や大切な方の遺産を、JENが支援
する世界中の人たちへ、確実にお届けします。

※控除額は寄付金額や年間所得額によって
　異なります。詳しくはホームページをご覧ください。

そ
こ
に
、支
援
を

必
要
と
し
て
い
る

人
が
い
る
。

災
害
が
起
こ
る
と
、

支
援
が
集
中
す
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

支
援
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

バ
ス
や
電
車
が
通
っ
て
い
な
い

山
道
を
延
々
と
歩
き
、

谷
間
の
川
を
渡
り
、

道
路
が
寸
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
村
を
目
指
す
。

J
E
N
が
優
先
す
る
の
は
、

こ
う
い
っ
た
地
域
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、そ
こ
に
、

最
も
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

人
が
い
る
か
ら
で
す
。

特定非営利活動法人ジェン
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今回のミモザトークは、経済評論家の勝
間和代さんをお迎えしました。10年に渡
り、Chabo!※を通じてJENを支えてくだ
さっています。

̶  ̶Chabo!を始めたキッカケをお教え
ください。

勝間　本を買える人って、世界から見ると
すごく幸せな人だと思うんです。世界には、
教育もなかなか十分に受けられず、まして
や本を自由に買えない人も沢山います。だ
から、その分を還元したいという発想です。

木山　JENの活動地に５カ国ほど、一緒に
訪問していただきましたね。

勝間　はい。各国が抱える政治や社会構
造の問題が大きく、個人だけではなくて、
社会全体が自立する仕組みが必要だと感
じました。その方法のひとつとして、生産性
の向上が大切だと考えています。技術の導
入が遅れる事によって、先進国と途上国の
生産性に、どんどん差が開いています。例え
ば、道路ひとつにしても、先進国だと技術
の発展によって質の良い道路が、少ない人
員で安く作れています。
　生産性や技術力が向上すれば、人は更
に高度な仕事に就く機会ができる。逆に生
産性が低い仕事に就いてる限り絶対儲か

らない。すると国は貧しくなる。支援される
側の人は、みんな口々に言ってますよ、「一
番ほしいのは“技術”だ」って。政治に外部
が介入すると、状況をかえって悪くすること
のほうが多い、と感じています。でも、技術
支援などによって、豊かになれば奪い合い
がだんだん少なくなってくる。

木山　生産性の向上は喜ばしいことです
が、環境への負荷などに気をつけないと、
ただでさえ厳しい状況の人びとが更なる自
然災害に巻き込まれるなどのマイナス面も
でてくることを、私たち一人ひとりが注視し
ていかないといけませんね。では、今一番
求められている支援は何だと思いますか？

勝間　教育、情報共有、そしてそれが経済
力につながるような支援を行っていくこと
しか無いと思っています。もし子どもたちが
英語を理解できて、インターネット環境が
あれば、格段に収入が上がるというデータ
もあります。

木山　その教育に取り残される人びとは、
格差が開き、更なる厳しさに直面するので
はないでしょうか？

勝間　社会では、どうしても格差は生じる
ものです。でも『不公平という格差』は無く
すことはできる。

木山　それは、教育と就業機会をつくるこ
とで解消されるとお考えなのですね。

勝間　はい。どの国もどうすれば自立でき
るかを知っているのは、その国の国民です。
その国民に対してエンパワメントするのが
近道だと思うんです。一人ひとりの力を活
かす支援が求められているのではないで
しょうか。

木山　まさにそう思います。紛争中の国で
は『兵士になるくらいしか働き口がない』と
いう状況を変えていくことが大切だと思い
ます。教育があれば、自ら仕事を作っていけ
る可能性もありますね。本人たちの力が発
揮される環境を整備することが求められて
いると思います。

mimosa

Talk for  Peace, 
Act ion with Smile

TALK
一人ひとりの力を活かす支援を。

vol.05

ミモザ・トーク

{ 対談の続きはW E Bで !
http://www.jen-npo.org/mimosatalk

勝間 和代（かつま・かずよ）

経済評論家、中央大学ビジネススクール客員教授。 大学
在学中に当時最年少の19歳で会計士補の資格を取得。
現在、株式会社監査と分析取締役、内閣府男女共同参
画会議議員 等として活躍中。ウォール・ストリート・ジャーナ
ル「世界の最も注目すべき女性50人」選出。著作多数、著
作累計発行部数は500万部を超える。 

TALK with

5月の洪水で被災した村の若者が、木材やブロックなど家を建てる資材の運搬に、総出で協力してくれました。（スリランカ・ラトゥナプラ県）　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 JEN
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※Chabo!（チャボ）とは・・・
Charity Book Program（チャリ
ティ・ブック・プログラム）のこと。
心ある著者たちの厚意により実
現した印税寄付プログラムです。
Chabo!に登録されている本が
売れると、その本の著者の印税の
20％がJENを通じて、世界中の
難民・被災民の教育支援、自立
支援に使われます。勝間さんはじ
め２１名の著者が参加。2017年
7月末時点で、累計約1.1億円が
寄付されています。
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北部

南部

バティカロア県

アンパラ県

ワウニア県

ハンバントタ県

キリノッチ県

ラトゥナプラ県

シンハラージャ
森林保護区

ムライティブ県

…現在の活動地域…現在の活動地域
…過去の活動地域…過去の活動地域

　

例
年
、５
月
か
ら
６
月
、９
月
か
ら
11
月

は
、ス
リ
ラ
ン
カ
南
西
部
一
帯
を
恵
み
の

雨
が
潤
す
モ
ン
ス
ー
ン
の
季
節
で
す
。と

こ
ろ
が
、今
年
は
５
月
25
日
か
ら
26
日
に

か
け
て
豪
雨
が
発
生
し
、大
洪
水
に
発
展

し
ま
し
た
。降
り
続
く
雨
は
、ゆ
る
ん
だ
地

盤
に
地
滑
り
を
引
き
起
こ
し
、谷
に
流
れ

る
川
を
塞
き
止
め
ま
し
た
。溢
れ
る
水
は

地
上
を
津
波
の
よ
う
に
襲
い
、瞬
く
間
に

床
上
ま
で
浸
水
し
ま
し
た
。こ
の
災
害
で

2
1
2
名
※
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

被
災
地
ラ
ト
ゥ
ナ
プ
ラ
県
の
南
側
に
は
、

世
界
遺
産
の
シ
ン
ハ
ラ
ー
ジ
ャ
森
林
保
護

区
が
広
が
り
ま
す
。広
大
な
広
葉
樹
の
森

が
青
々
と
茂
り
、こ
の
地
方
特
有
の
動
植

物
が
多
く
保
護
さ
れ
て
い
る
低
地
雨
林
で

す
。今
回
の
地
滑
り
で
は
、こ
の
保
護
区
を

含
む
周
辺
一
帯
が
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。J
E
N
は
調
査
チ
ー
ム
を
被
災

地
に
派
遣
、緊
急
支
援
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、J
E
N
は
被
害
を
受
け
た
地
域

の
中
か
ら
、特
に
住
居
を
失
っ
た
被
災
者

が
集
中
す
る
中
山
間
地
を
中
心
に
調
査

を
行
い
ま
し
た
。険
し
い
山
道
を
進
ん
だ

先
に
あ
っ
た
の
は
、急
傾
斜
の
山
肌
に
張
り

付
く
よ
う
に
あ
る
村
々
で
し
た
。地
滑
り

か
ら
ひ
と
月
以
上
経
過
し
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、多
く
の
家
屋
が
被
災
直
後
の

ま
ま
で
、雨
は
降
り
続
き
、特
に
夜
暗
く

な
る
に
つ
れ
人
び
と
は
不
安
な
気
持
ち
を

膨
ら
ま
せ
て
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

約
1
週
間
、調
査
チ
ー
ム
は
毎
日
早
朝

か
ら
日
暮
れ
ま
で
、被
災
し
た
村
々
を
く

ま
な
く
訪
れ
ま
し
た
。被
災
者
の
多
く
は
、

政
府
か
ら
支
給
さ
れ
た
テ
ン
ト
を
崩
れ
て

し
ま
っ
た
自
宅
の
横
に
設
置
し
、暮
ら
し

を
再
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
し
た
。中
に

は
政
府
の
補
助
を
受
け
、知
ら
な
い
土
地

で
仮
の
住
居
に
身
を
寄
せ
て
い
る
人
も
い

ま
し
た
。行
く
先
々
で「
早
く
自
分
の
家

に
戻
り
た
い
ん
だ
」と
い
う
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。

　

J
E
N
は
、
調
査
を
も
と
に
　
郡

1
5
0
世
帯
へ
耐
久
性
の
あ
る
簡
易
シ
ェ

ル
タ
ー（
住
宅
）資
材
を
配
布
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。シ
ェ
ル
タ
ー
の
組
み
立

て
に
は
技
術
者
を
派
遣
し
、物
資
を
受

け
取
っ
た
被
災
者
と
共
に
設
置
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
の
モ
ン
ス
ー
ン
は
、通
常
11
月

ま
で
続
き
ま
す
。人
び
と
は
、丈
夫
な
シ
ェ

ル
タ
ー
で
の
暮
ら
し
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
で
、

よ
う
や
く
地
滑
り
の
恐
怖
か
ら
逃
れ
、安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
、と
安
堵

の
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

※
出
典
…
U
N
O
C
H
A
、2
0
1
7
年
6
月
5
日
時
点

特集：スリランカ

今回の配布物資となる簡易シェルター用資材23アイテムが
被災地ラトゥナプラ県に到着しました。

私の家は、最近新しく建てたばかり
でした。26日未明、３～４本の大木がな
ぎ倒され家を直撃しました。翌朝、近く
の学校に避難しました。妻は、ショック
から心を閉ざすようになり、以来、子ど
もたちの面倒や家事一切を私がおこ
なっています。子どもたちも、雨の音に
怯えています。早速、簡易シェルターを
組み立てたいと思います。

JENは、2008年から北部（キリノッチ
県・ムライティブ県）で紛争被災者を対
象に、生活の再スタートをサポートする
農業支援を行っています。近年スリラン
カでは、干ばつによる日常生活への深刻
な影響が人びとの関心事となっています。
そこでJENは、昨年からは気候変動に対
応するために、通常の農業活動に加え農業訓練センターの指導員による気候変
動対応型農業の講習会を開催しています。水不足に対応した農業の普及によっ
て、人びとの暮らしを支え、安心できる生活環境の構築に貢献しています。
一方、昨年に続き今年も発生した想定外の洪水は、人びとにとって新たな脅威

となっています。

住民の声

VOICE

チャメンダ・プシュパクマラさんは、
夫人、長女、長男の４人家族です。
（ラトゥナプラ県ニヴィティガラ地区出身）

南西部 洪水・地滑り
被災者への緊急支援

気候変動の
影響について

JEN マンスリーサポーター 検索

生きるちからマンスリーサポーター
新規お申込みキャンペーン実施中！（１２月１日まで）

JENマンスリーサポーター募集中
www.jen-npo.org/monthly/

1. 完成した簡易シェルター。これで生活が落ち着きます。
2. 譲渡式は、在スリランカ日本国大使館からも代表者が出席。
合計13郡の１５０世帯へ資材を配布しました。

○面積：65,607㎢（北海道の約0.8倍）
○人口：約2,103万人（2016年）（外務
省HPより）

2017年5月25日から26日 にかけて、
記録的な大雨がスリランカ南西部を
襲いました。大規模な洪水は、床上浸水
と山間部では地滑りを引き起こし、212
名の死者、80名余りの行方不明者に
加え、一時的に約７万人が避難を余儀
なくされました。水が引くにつれて多くの
避難民が自宅に戻りましたが、２万棟
以上が半壊、全壊し、その多くが帰る
家を失いました。政府が行う住宅再建
は、６か月先といわれています。そのた
め、JENは、当面の生活を守るために、
簡易シェルター資材を配布しました。

概要

家族４人、
やっと雨音に怯えないで暮らせます。

1

2

今だ
けプレゼント!

スリランカのかわいい
キーホルダー 13

JEN主催の「節水コンテスト」では
節水につながる様々なアイデアが集まりました

ふ
つ
う
の
暮
ら
し
を
取
り
も
ど
す
。
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武
装
勢
力
の
占
領
前
、モ
ス
ル
に
は
約

2
0
0
万
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。戦

闘
に
よ
っ
て
、特
に
旧
市
街
は
激
し
い
爆
撃

を
受
け
た
た
め
、家
、学
校
、病
院
、生
活

の
何
も
か
も
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。一
時

は
1
0
0
万
人
以
上
※
が
避
難
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
、そ
の
多
く
が
今
も
避
難

生
活
を
続
け
て
い
ま
す
。一
方
、今
年
７
月
、

イ
ラ
ク
政
府
は
モ
ス
ル
解
放
を
宣
言
。故

郷
へ
の
帰
還
を
待
ち
わ
び
た
人
び
と
が

続
々
と
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

モ
ス
ル
は
、街
の
中
央
を
流
れ
る
チ
グ
リ

ス
川
に
よ
っ
て
東
西
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

川
に
架
か
っ
て
い
た
橋
は
、武
装
勢
力
占
領

時
に
破
壊
さ
れ
、街
は
二
つ
に
分
断
さ
れ
ま

し
た
。現
在
、仮
の
橋（
写
真
上
）が
架
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、限
ら
れ
た
車
両
し
か

通
行
で
き
ず
、そ
れ
が
東
西
の
行
き
来
を

困
難
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、住
民
に
と
っ

て
最
も
切
実
な
の
は
安
全
な
水
の
確
保
で

す
。川
の
水
は
、モ
ス
ル
周
辺
の
村
々
の
汚
水

が
流
れ
込
ん
で
い
る
た
め
、飲
用
に
は
適
し

ま
せ
ん
。特
に
西
側
で
は
、激
し
い
戦
闘
に

よ
っ
て
水
処
理
施
設
や
水
道
管
が
破
壊
・

切
断
さ
れ
た
た
め
水
問
題
が
深
刻
で
す
。

　

今
後
J
E
N
は
、モ
ス
ル
西
側
で
、市

民
に
安
全
な
水
を
届
け
る
活
動
を
始
め

ま
す
。給
水
車
か
ら
届
け
ら
れ
る
安
全

な
水
は
、人
び
と
を
水
因
性
疾
患
か
ら
守

り
ま
す
。こ
う
し
て
、一
日
も
早
く
、人
び

と
が
安
心
し
て
も
と
の
暮
ら
し
を
と
り
戻

せ
る
よ
う
、モ
ス
ル
の
復
興
に
貢
献
し
て
ゆ

き
ま
す
。

※
出
典
…
U
N
H
C
R
、2
0
1
7
年
8
月
時
点

　浅い井戸からの塩辛（しょっぱ）くて臭
い、汚い水を飲用水やシャワーなど生
活の全てに使用してきたので、清潔な
水の供給を心待ちにしています。長引
いた避難生活で貯金が底を突きかけ
ている人がたくさんいます。私自身も
家の修復などにも費用がかかるため、
今後の生活が不安でなりません。

清潔な水を
心待ちに
しています。
西モスルに住む
ユニスさんとサードさん

安
全
な
水
が
命
を
ま
も
る
。

1. チグリス川に架かる破壊された橋。
2. 破壊しつくされたモスルの街並み。かつて
200万人が暮らしていた面影はいまはない。

3. 川の水を運ぶ子どもたち。不衛生な水を飲ん
でしまい、下痢からくる疾患など深刻な問題
が山積みだ。 西モスル緊急支援

イラク第二の都市モスルは、２０１４年から３年もの間、武装勢力に占領されて
いました。２０１６年１０月以降、イラク政府によるモスル解放作戦がスタートし、
今年７月に終了しました。今、モスル市内から避難せずに暮らし続けている
人、避難先から戻った人への緊急支援が急務となっています。

不衛生な水は、特に子どもたちにとって
命にかかわる問題です。
JEN現地スタッフ

スタッフ
の声

VOICE

　人びとは浄化されていない川の水
を、どこからか運んでくるトラックから
購入していました。武装勢力の占領に
よって、２年以上も働くことができず、
収入がない人びとにとって、水はあま
りに高値な品です。ですが、その水を
飲まざるを得ず、下痢を起こす人が後
を絶ちませんでした。特に、免疫の低
い子どもにとっては命にかかわる問題
です。モスルでは、設備の整った病院

住民の声

VOICE

私たちは、
全てを
奪われてしまった。
ハミードさん

住民の声

VOICE

が非常に少なく、薬局には薬がない状
況が続いているのです。また、西モス
ルの人びとは厳しい日々を経験し、
「人を信じる」ことに懐疑的になって
いるようです。私たちは、彼らが信頼を
再び感じられるように寄り添い、時間
をかけて一つひとつ丁寧に説明し、水
の配布を実施していきます。

住民の声

VOICE

　2年前に夫を亡くしました。今は、16
歳の息子と家を片付けています。あな
たたちがここにいるってことが私にとっ
ては大きな希望よ。

　日本の国旗が貼られた車をこんな
ところで見られるなんてうれしいよ。で
も、私たちは、全てを奪われてしまっ
た。私たちの家族、友人、隣人そして
家や車を。やっと自由になれたけど、そ
のために失ったものの方が大きいよ。
どこに私たちの未来がある？子ども
たちに今何が残されているっていう
んだ？

1

3

特集：イラク

○面積：約43.74万平方キロメートル（日本の約1.2倍）○人口：3,642万人
○言語：アラビア語、クルド語、他○主要産業：石油（外務省HPより）

あなたたちがここにいる。
それが大きな希望です。
西モスルに戻ってきた女性

イラクで厳しい暮らしを余儀なくされている人びとがいます。

緊急募金にご協力ください。
ご寄付は、郵便振替、またはクレジットカードで。
皆さまからのご寄付は、寄付金控除の対象です。
最大で約40%が所得税の税額控除となります。
（詳細は裏表紙をご覧ください。）

支援の
お願い

http://www.jen-npo.org/jp/n/news/15529/
JENの国際スタッフが撮影した街の様子をご覧いただけます。

m viereport
動画レポート

2

アンバール

キルクーク

イランイラン

サウジアラビアサウジアラビア

シリアシリア

トルコトルコ

サラハディーン

ディヤラ

ドホーク

…クルド人自治区

首都バグダッド
バビル

クウェートクウェート

イラク

…これまでにJENが活動してきた地域…これまでにJENが活動してきた地域

シンジャール山
モスル

モスル東西をつなぐ橋は、多くが破壊され今は臨時の橋が架かる。

ヨルダンヨルダン
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離乳食の講座をはじめ、妊産婦の心のサポートをして
います。

学校をより良くするための話し合い。いつもテーマは尽
きません。（右から2人目がネロファーさん）

乳搾り中のビビさん。子どもたちも手伝い、１日平均
2.5Lの牛乳を生産しています。

パキスタン

アフガニスタン

ヒンドゥさん

「明日のくまもと塾」、１０月より第２期スタート！
地域課題を解決！ 熊本を元気にするプロジェクト

キトナ・ビビさん

お家で眠っている「本」や「CD」、「お宝」などを
ぜひお持ちください。

会場／神楽坂毘沙門天入口付近
時間／11:00 ～ 16:00

「神楽坂 まち飛びフェスタ」に出店！

あなたのご寄付が、女性の活躍を支えます。
お申込み ▼ http://www.jen-npo.org/fcp

第１期の活動について、
ウェブサイトからご覧ください。

「明日のくまもと塾」ホームページ http://asukuma.net

http://www.jen-npo.org

JEN EVENT CALENDAR

Fashion Charity Project
ファッション・チャリティ・プロジェクト

「
私
達
よ
り
も
大
変
な
状
況
の

家
族
が
い
る
こ
と
を
、こ
れ
ま
で
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
方
々
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
こ
と
に
喜
び
を
感

じ
て
い
ま
す
」と
語
る
の
は
、ザ
ー

タ
リ
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
暮
ら
す
ヒ

ン
ド
ゥ
さ
ん
。

Ｊ
Ｅ
Ｎ
は
、キ
ャ
ン
プ
内
で
拡
大

す
る
格
差
を
最
小
限
に
す
る
た
め

に
、こ
こ
に
暮
ら
す
シ
リ
ア
難
民
女

性
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
サ
ポ
ー
ト
・
グ
ル
ー
プ

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。こ
の
グ
ル
ー

プ
は
、互
助
の
精
神
に
基
づ
き
、女

性
が
得
意
に
し
て
い
る
手
仕
事
で

〝
自
分
の
家
族
と
、も
う
ひ
と
つ
の

家
族
〞の
生
活
を
少
し
で
も
良
く

す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

ラ
マ
ダ
ン（
断
食
月
）の
間
は
、食

事
を
作
り
届
け
ま
し
た
。次
は
、

マ
ッ
ト
レ
ス
の
カ
バ
ー
を
も
う
ひ
と

つ
の
家
族
の
た
め
に

作
る
予
定
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
躍
す
る
ヒ
ン

ド
ゥ
さ
ん
は
、３
年

前
に
夫
、二
人
の
娘
、

息
子
と
共
に
、シ
リ
ア
の
首
都
ダ
マ

ス
カ
ス
か
ら
避
難
し
て
き
ま
し
た
。

新
し
い
家
の
周
囲
は
、出
身
地
も

家
族
構
成
も
異
な
る
知
ら
な
い
人

ば
か
り
で
し
た
。そ
の
た
め
、こ
れ

ま
で
友
達
が
出
来
ず
、外
出
も
控

え
、来
る
日
も
来
る
日
も
家
族
の

た
め
だ
け
に
生
き
て
き
ま
し
た
。

 

 

ネロファーさん

故
郷
を
離
れ
て
も
、誰
か
の
役
に
た
て
る
喜
び

「
私
の
４
人
の
子
ど
も
は
、Ｊ

Ｅ
Ｎ
が
建
設
し
た
学
校
に
通
っ
て

い
ま
す
。私
自
身
も
、学
校
の
施

設
の
維
持
管
理
等
を
行
う『
学
校

運
営
委
員
会
』の
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

パ
ル
ワ
ン
県
出
身
の
夫
に
つ
い
て
、

こ
の
街
で
暮
ら
し
始
め
た
外
国

人（
イ
ラ
ン
出
身
）の
私
に
Ｊ
Ｅ

Ｎ
の
ス
タ
ッ
フ
が
こ
の
役
を
任
せ

て
く
れ
た
事
は
、ち
ょ
っ
と
し
た

自
信
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。今

は
、衛
生
教
育
や
防
災
・
減
災
教

育
、施
設
維
持
・
管
理
方
法
な
ど

の
研
修
を
受
け
て
い
ま
す
。と
て

も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
し
、

地
域
と
子
ど
も
の
た
め
に
も
学

校
を
よ
り
良
い
場
所
に
し
て
い
き

た
い
で
す
」。

「
４
年
間
の
避
難
生
活
を
終
え
、

よ
う
や
く
故
郷
に
戻
っ
た
私
た
ち

を
待
っ
て
い
た
の
は
、荒
れ
は
て
た

我
が
家
で
し
た
。直
後
に
夫
を
病

気
で
亡
く
し
、７
人
の
子
ど
も
を
抱

え
苦
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

村
の
長
老
の
勧
め
が
あ
っ
て
Ｊ
Ｅ

Ｎ
の
畜
産
研
修
へ
参
加
で
き
た
あ

の
日
、私
の
心
は
希
望
で
溢
れ
ま

し
た
。今
で
は
一
定
の
収
入
が
あ
り
、

少
し
ず
つ
生
活
が
軌
道
に
乗
り
始

め
て
い
ま
す
」。

現
在
、ビ
ビ
さ
ん
は
配
布
さ
れ
た

乳
牛
の
餌
と
水
や
り
、厩
舎
の
維

持
管
理
が
日
課
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、J
E
N
で
は
女
性
世
帯

主
を
中
心
に
し
た
畜
産
研
修
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

今
で
は
、こ
の
グ
ル
ー
プ
で
出

会
っ
た
仲
間
と
共
に
、厳
し
い
生
活

を
お
く
る
家
庭
を
訪
れ
、彼
ら
の

暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、キ
ャ
ン
プ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
貢
献
す
る
こ
と
に
意
欲
を

燃
や
し
て
い
ま
す
。

「
東
日
本
大
震
災
の
後
、私
が

代
表
を
務
め
る
福
島
県
助
産
師

会
は
、妊
産
婦
の
た
め
の
電
話
相

談
や
サ
ロ
ン
を
設
け
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
は
、Ｊ
Ｅ
Ｎ
の
支
援

を
受
け
て
、母
乳
育
児
と
離
乳
食

の
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。こ

こ
に
は
、地
元
の
保
健
師
、栄
養

士
、小
児
科
医
等
の
母
子
支
援
に

か
か
わ
る
専
門
家
が
参
加
し
、最

新
の
母
乳
・
離
乳
の
知
識
を
学
び
、

連
携
を
強
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
、助
産
師
な
ら
で
は
の

立
場
を
活
か
し
、お
母
さ
ん
目
線
で

母
子
が
守
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
っ

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

コミュニティ・サポート・グループの活動は、いつも賑やか。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

期
待
に

こ
た
え
た
い

東 北

小谷寿美恵さん

母
子
を
見
守
る

環
境
を

毎
日
が

楽
し
い
で
す

10月26日2017年 木 ～28日土

毎年
恒例!

女性が輝くプロジェクト
紛争や自然災害で、私たちの暮らしは一変します。

そんな時には、女性のパワーを活かす事が不可欠です。
なぜなら、女性たちの輝きが、

コミュニティ全体に活気をもたらすから。

ヨルダン
作業中のヒンドゥさん
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